第６学年　社会科学習指導案
  「世界にほこる石見銀山」
１．本時のねらい

　○　戦国時代から江戸時代にかけて、石見銀山の周りの様子が変化していった理由を考える活動を通して、　　　大名たちが争奪を繰り返した石見銀山の価値に気づくと共に、地域に対する愛着を深める。

　○　それまでに学習してきた戦国時代から江戸時代にかけての人物との関連を知ることで、既習事項の定　　着を図る。

２．本時の展開

	    教師の発問と予想される児童の反応
	  　　　　教　師　の　支　援
	   資料

	○この写真(石見銀山の間歩と大森町の俯瞰写真)　　は、何という遺跡の写真だろう。
　・石見銀山だ。
　・大田市にあるよ。行ったことがある。
○戦国時代から江戸時代にかけて石見銀山を支配し　ていた人たちです。だれだろう。
　・秀吉と家康は分かるけど、他の二人は分からない。
　・銀山の近くの大名かな？
○戦国時代と江戸時代の石見銀山の周りの地図で　　す。２つを比べて気がついたことを言いましょう。
　・周りに城がたくさんあったのが、無くなっている。
　・代官所って何だろう。
　・どうして城が減ったんだろう。

	○　教室の前面に，銀山遺跡の写真、大　森の町の俯瞰写真を掲示する。

○　毛利元就、尼子晴久、豊臣秀吉、徳　川家康の肖像画を提示する。

○　銀山の支配者が何回も変わったこと　に気づかせる。

○　２つの地図を拡大したものを、教室　の前面に掲示する。
○　学習課題を板書する。
○　２つの地図を印刷したワークシート　を、各自に配布する。予想をワークシ　ートに書き込ませる。
○　意見が書けずにいる児童には、城が　何のためのものかなど、考える視点を　助言する。
☆　石見銀山の周りの城が減っていった　理由を、自分なりに考えている。
　（思考・表現）
○　DVD「知ろう！探ろう！石見銀山」　のVol.２石見銀山の歴史とくらし(６分　１３秒)を見る。

○　何人かに発表させたり、教師が紹介　したりする。

○　分かったことと感想を要約しながら、　分けて板書する。

☆　DVD資料から、多くの情報を読み取　　っている。（技能）

	拡大写真
肖像画
地図
ワークシート
DVD
ノート


	
	石見銀山の周りの城が減っていった理由を考え よう
	
	
	

	　・はじめは銀がたくさん採れて守っていたのが、銀　　　が採れなくなって守らなくなったと思う。
　・戦国時代は銀山を守るためにたくさんの城が必要　　　だったのが、江戸時代になって平和になったから　　　要らなくなったと思う。
　・大名たちが周りに城を作って奪い合っていたの　　　　が、一人の物になったので、城が要らなくなり、　　　管理するための代官所に変わったと思う。
○みんなの予想を確かめるために、石見銀山の歴史　についてのDVDを見よう。
　(必要なことはメモしてもよい。)
○DVDを見て、今日の学習に関係したことで、分か　ったことや感想を書こう。
　・戦国時代に銀山を取り合っていたのが、秀吉や家　　　康が直接支配して代官所を置いたのが分かった。
　・たくさんの大名が欲しがるほど、たくさん銀が採　　　れたなんてすごいと思った。
　・採れた銀は、戦国大名が武器を買ったり、外国と　　　貿易したりするのに使われたのが分かった。
　・島根に、全国の歴史と関係がある遺跡があるのが　　　分かってうれしかった。
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